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組合規約の一部（第組合規約の一部（第組合規約の一部（第組合規約の一部（第 54545454 条、第条、第条、第条、第 60606060 条、第条、第条、第条、第 61616161 条）改正条）改正条）改正条）改正についてについてについてについて    

 

 平成２８年７月１５日開催の第７９回組合会において、組合規約の一部改正について承認さ

れ、関東信越厚生局に申請を行い 8月 29 日付で認可されましたので、組合規約第５２条の規定

により公告いたします。 

 

記 

１．規約変更理由１．規約変更理由１．規約変更理由１．規約変更理由    

（１）療養費に係る一部負担金相当分も還元対象になることを明確化し、それに伴い、療養

費に係る一部負担金の定義を追加するものです。（第 54条、60条、61条） 

（２）一部負担還元金の額は、原則レセプト 1件単位で計算しますが、同一レセプトをもと  

に一部負担還元金と合算高額療養費の二重給付が生じる誤解を招くような条文となっ

ている。そのため、「合算高額療養費の支給の基礎となった一部負担金があるレセプト」

について、一部負担還元金の算出対象レセプトから除外する修正を加えることで、当該

レセプトから一部負担還元金が生じないように変更するものです。（第 54 条、60 条、

61条） 

   （３）第 54条第 5項は、平成 19年の事業運営基準の改正で削除され、任意選択条文として

残していたが、実務的に支給するケースがないため削除するものです。 

 

２２２２．．．．新旧条文対照表新旧条文対照表新旧条文対照表新旧条文対照表            

変更後 現行 

（一部負担還元金） 

第第第第 54545454 条条条条  この組合は、健康保険法の一部を改正する

法律（昭和３２年法律第４２号）附則第７条の

規定に基づき、被保険者の支払った一部負担金

（療養費に係る一部負担金は、当該療養（食事（療養費に係る一部負担金は、当該療養（食事（療養費に係る一部負担金は、当該療養（食事（療養費に係る一部負担金は、当該療養（食事

療養及び生活療養を除く。）について算定した費療養及び生活療養を除く。）について算定した費療養及び生活療養を除く。）について算定した費療養及び生活療養を除く。）について算定した費

用の額から控除する法用の額から控除する法用の額から控除する法用の額から控除する法第７４条第７４条第７４条第７４条第１項各号に掲第１項各号に掲第１項各号に掲第１項各号に掲

げる場合の区分に応じ、同項各号に定める割合げる場合の区分に応じ、同項各号に定める割合げる場合の区分に応じ、同項各号に定める割合げる場合の区分に応じ、同項各号に定める割合

を乗じて得た額を基準として、組合が定めた額を乗じて得た額を基準として、組合が定めた額を乗じて得た額を基準として、組合が定めた額を乗じて得た額を基準として、組合が定めた額

（以下、「一部負担金相当分」という。）（以下、「一部負担金相当分」という。）（以下、「一部負担金相当分」という。）（以下、「一部負担金相当分」という。）につい

て、その還元を行う。 

２２２２  一部負担還元金の額は、診療報酬明細書、調剤

報酬明細書、療養費支給申請書各１件（法第１療養費支給申請書各１件（法第１療養費支給申請書各１件（法第１療養費支給申請書各１件（法第１

１５条の規定により同一月において、被保険者１５条の規定により同一月において、被保険者１５条の規定により同一月において、被保険者１５条の規定により同一月において、被保険者

若しくはその被扶養者の支払った一部負担金等若しくはその被扶養者の支払った一部負担金等若しくはその被扶養者の支払った一部負担金等若しくはその被扶養者の支払った一部負担金等

（一部負担還元金） 

第第第第 54545454 条条条条 この組合は、健康保険法の一部を改正する

法律（昭和 32年法律第 42 号）附則第 7条の規定

に基づき、被保険者の支払った一部負担金につい

て、その還元を行う。 

    

    

    

    

    

    

2222 一部負担還元金の額は、診療報酬明細書又は調剤

報酬明細書各１件（医療機関の処方せんに基づき

薬局で薬剤の支給が行なわれた場合は、診療報酬

明細書と調剤報酬明細書とを合算して 1件とみな



の額を合算することにより支給さの額を合算することにより支給さの額を合算することにより支給さの額を合算することにより支給される高額療養れる高額療養れる高額療養れる高額療養

費（以下「合算高額療養費」という。）の支給の費（以下「合算高額療養費」という。）の支給の費（以下「合算高額療養費」という。）の支給の費（以下「合算高額療養費」という。）の支給の

基礎となった一部負担金があるものを除く。ま基礎となった一部負担金があるものを除く。ま基礎となった一部負担金があるものを除く。ま基礎となった一部負担金があるものを除く。ま

た、た、た、た、医療機関の処方せんに基づき薬局で薬剤の

支給が行われた場合は、診療報酬明細書又は療又は療又は療又は療

養費支給申請書養費支給申請書養費支給申請書養費支給申請書と調剤報酬明細書とを合算して

１件とみなす。）について、療養に要する費用の

一部として支払った一部負担金の額（法第１１（法第１１（法第１１（法第１１

５条の規定により高額療養費（合算高額療養費５条の規定により高額療養費（合算高額療養費５条の規定により高額療養費（合算高額療養費５条の規定により高額療養費（合算高額療養費

を除く。）が支給される場合にあっては、当該一を除く。）が支給される場合にあっては、当該一を除く。）が支給される場合にあっては、当該一を除く。）が支給される場合にあっては、当該一

部負担金の額から高額療養費に相当する額を控部負担金の額から高額療養費に相当する額を控部負担金の額から高額療養費に相当する額を控部負担金の額から高額療養費に相当する額を控

除して得た額）除して得た額）除して得た額）除して得た額）から、２５，０００円を控除し

て得た額とする。 

    

3～４      （略）  

 

5555    （削除）（削除）（削除）（削除）    

 

 

 

         （略） 

 

（家族療養費付加金） 

第６０条第６０条第６０条第６０条        被扶養者の疾病又は負傷に関し、法第１

１０条の規定により家族療養費の支給を受ける

被保険者に対し、家族療養費付加金を支給する。 

２２２２   家族療養費付加金の額は、診療報酬明細書、調

剤報酬明細書、第二家族療養費支給申請書第二家族療養費支給申請書第二家族療養費支給申請書第二家族療養費支給申請書各１各１各１各１

件件件件（（（（法第１１５条の規定により法第１１５条の規定により法第１１５条の規定により法第１１５条の規定により同一月において、同一月において、同一月において、同一月において、

被保険者若しくはその被扶養者の支払った一部被保険者若しくはその被扶養者の支払った一部被保険者若しくはその被扶養者の支払った一部被保険者若しくはその被扶養者の支払った一部

負担金等負担金等負担金等負担金等（（（（療養費又は家族療養費の法第８７条療養費又は家族療養費の法第８７条療養費又は家族療養費の法第８７条療養費又は家族療養費の法第８７条

に基づく支給に係る一部負担金等は、当該療養に基づく支給に係る一部負担金等は、当該療養に基づく支給に係る一部負担金等は、当該療養に基づく支給に係る一部負担金等は、当該療養

（食事療養及び生活療養を除（食事療養及び生活療養を除（食事療養及び生活療養を除（食事療養及び生活療養を除く。）について算く。）について算く。）について算く。）について算

定した費用の額から控除する法定した費用の額から控除する法定した費用の額から控除する法定した費用の額から控除する法第７４条第７４条第７４条第７４条第１項第１項第１項第１項

各号に掲げる場合の区分に応じ、同項各号に定各号に掲げる場合の区分に応じ、同項各号に定各号に掲げる場合の区分に応じ、同項各号に定各号に掲げる場合の区分に応じ、同項各号に定

める割合を乗じて得た額を基準として、保険者める割合を乗じて得た額を基準として、保険者める割合を乗じて得た額を基準として、保険者める割合を乗じて得た額を基準として、保険者

が定めた額（以下、「一部負担金相当分」といが定めた額（以下、「一部負担金相当分」といが定めた額（以下、「一部負担金相当分」といが定めた額（以下、「一部負担金相当分」とい

う。））う。））う。））う。））の額を合算することにより支給されるの額を合算することにより支給されるの額を合算することにより支給されるの額を合算することにより支給される

高額療養費（以下「合算高額療養費」という。）高額療養費（以下「合算高額療養費」という。）高額療養費（以下「合算高額療養費」という。）高額療養費（以下「合算高額療養費」という。）

の支給の基礎となった一部負担金等があるものの支給の基礎となった一部負担金等があるものの支給の基礎となった一部負担金等があるものの支給の基礎となった一部負担金等があるもの

を除く。また、を除く。また、を除く。また、を除く。また、医療機関の処方せんに基づき薬

局で薬剤の支給が行われた場合は、診療報酬明

す。）について、療養に要する費用の一部として

支払った一部負担金の額（法第 115 条の規定によ

り高額療養費（同一月において、被保険者若しく

はその被扶養者の支払った一部負担金等の額を合

算することにより支給される高額療養費（以下「合

算高額療養費」という。）を除く。以下同じ。）

が支給される場合にあっては、当該一部負担金の

額から高額療養費に相当する額を控除して得た

額）から、２５，０００円を控除して得た額とす

る。 

    

    

    

 

3～４      （略）  

 

5555 一部負担還元金は、被保険者がその資格を喪失し

た場合においては、その喪失の日以後の期間につい

て支給しないものとする。 

 

       （略） 

 

（家族療養費付加金） 

第第第第 60606060 条条条条 被扶養者の疾病又は負傷に関し、法第 110

条の規定により家族療養費の支給を受ける被保険

者に対し、家族療養費付加金を支給する。 

2222 家族療養費付加金の額は、診療報酬明細書又は調

剤報酬明細書各１件（医療機関の処方せんに基づ

き薬局で薬剤の支給が行われた場合は、診療報酬

明細書と調剤報酬明細書とを合算して１件とみな

す。）について、療養（食事療養及び生活療養を

除く。）に要する費用の額から家族療養費に相当

する額（法第 115 条の規定により高額療養費（同

一月において、被保険者若しくはその被扶養者の

支払った一部負担金等の額を合算することにより

支給される高額療養費（以下「合算高額療養費」

という。）を除く。以下同じ。）が支給される場

合にあっては、家族療養費に相当する額に高額療

養費に相当する額を加えて得た額）を控除して得

た額から、２５，０００円を控除して得た額とす

る。 

    



細書又は第二家族療養費支給申請書又は第二家族療養費支給申請書又は第二家族療養費支給申請書又は第二家族療養費支給申請書と調剤報酬

明細書とを合算して１件とみなす。）について、

療養（食事療養及び生活療養を除く。）に要する

費用の額から家族療養費に相当する額（法第１

１５条の規定により高額療養費（合算高額療養

費を除く。）が支給される場合にあっては、家族

療養費に相当する額に高額療養費に相当する額

を加えて得た額）を控除して得た額から、２５，

０００円を控除して得た額とする。    

３３３３  （略） 

４４４４  （略） 

 

          （略） 

 

（合算高額療養費付加金） 

第第第第 61616161 条条条条        法第 115 条の規定により、同一月におい

て、被保険者若しくはその被扶養者の支払った

一部負担金等（（（（療養費又は家族療養費の法療養費又は家族療養費の法療養費又は家族療養費の法療養費又は家族療養費の法第８第８第８第８

７条に基づく支給に係る一部負担金等は、当該７条に基づく支給に係る一部負担金等は、当該７条に基づく支給に係る一部負担金等は、当該７条に基づく支給に係る一部負担金等は、当該

療養（食事療養及び生活療養を除く。）につい療養（食事療養及び生活療養を除く。）につい療養（食事療養及び生活療養を除く。）につい療養（食事療養及び生活療養を除く。）につい

て算定した費用の額から控除する法て算定した費用の額から控除する法て算定した費用の額から控除する法て算定した費用の額から控除する法第７４条第７４条第７４条第７４条第第第第

１項各号に掲げる場合の区分に応じ、同項各号１項各号に掲げる場合の区分に応じ、同項各号１項各号に掲げる場合の区分に応じ、同項各号１項各号に掲げる場合の区分に応じ、同項各号

に定める割合を乗じて得た額を基準として、保に定める割合を乗じて得た額を基準として、保に定める割合を乗じて得た額を基準として、保に定める割合を乗じて得た額を基準として、保

険者が定めた額（以下、「一部負担金相当分」険者が定めた額（以下、「一部負担金相当分」険者が定めた額（以下、「一部負担金相当分」険者が定めた額（以下、「一部負担金相当分」

という。））という。））という。））という。））の額を合算することによる高額療

養費（以下、「合算高額療養費」という。）の支

給を受ける被保険者に対し、合算高額療養費付

加金を支給する。 

2222～～～～４４４４         （略）  

 

 

 

附附附附    則則則則    

この規約は、平成この規約は、平成この規約は、平成この規約は、平成28282828年年年年9999月月月月1111日から施行する。日から施行する。日から施行する。日から施行する。    

    

    

    

    

    

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

3333 （略） 

4444 （略） 

 

         （略） 

 

（合算高額療養費付加金） 

第第第第 61616161条条条条 法第 115条の規定により、同一月におい

て、被保険者若しくはその被扶養者の支払った一

部負担金等の額を合算することによる高額療養費

（以下「合算高額療養費」という。）の支給を受

ける被保険者に対し、合算高額療養費付加金を支

給する。 

 

 

 

 

 

 

 

2222～～～～４４４４       （略） 

 

 

 

 

      


